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TSC22D1

TSC22D1; KIAA1994; TGFB114; TSC22; hucep-2; TSC22 domain family protein 1; Cerebral
protein 2; Regulatory protein TSC-22; TGFB-stimulated clone 22 homolog; Transforming
growth factor beta-1-induced transcript 4 protein
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ロイシンジッパー転写因子TSC22ドメインファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は、形質転換成長因子βによって刺激され、C型ナトリウム利尿ペプチドを含む複数の遺伝子の転写を制御します。コードされているタンパク質は、癌細胞のアポトーシス誘導を介して腫瘍抑制に重要な役割を果たす可能性があり、この遺伝子のプロモーターにおける一塩基多型は糖尿病性腎症と関連付けられています。この遺伝子には、複数のアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが観察されています。[RefSeq提供、2011年8月],機能：転写抑制因子。C型ナトリウム利尿ペプチド（CNP）プロモーターに作用します。,誘導：大動脈内皮細胞において、TGFBを含むサイトカインによって誘導されます。,類似性：TSC-22/Dip/Bunファミリーに属します。,サブユニット：ホモ二量体またはヘテロ二量体。 TSC22D4とヘテロ二量体を形成できる。,組織特異性:胎児および成人の組織で広く発現する。,
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達；転写；ドメインファミリー；HLH / ロイシンジッパー；ロイシンジッパー
	画像データ
	

	TSC22D1抗体を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	TSC22D1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	TSC22D1抗体を用いたマウス肝細胞およびラット肝細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	TSC22D1 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

